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ンガイ地区 (散水管が等高線に対し直交する場合と平行な場合) を選び, 圧力の均等性, 経済性ならびに











著者は以上の点に着目して研究を行ない, まず現在一般に使用 されている Hazen-Wiliams公式,
Scobey公式および Manning公式に適用限界のあることMoodyを図表上に明らかにしている｡ ついで
主要な管種の損失水頭について現地測定を行ない, 設計用の水理係数および適用公式を明確にし, 同一管
種に対し管径のある範囲内で一定の係数を用いて水理計算を行なう場合の係数の扱い方や測定管以外の他
の口径の係数を推定する図表等も与えている｡ 以上は単一管路としての場合であるが, 散水支管や噴射多
孔管についても設計上必要な水理関係式を求め, わが国の現状からより広範な分岐管路の設計に利用でき
ることを明らかにしている｡ また傾斜地における末端ホ場内の配水管および散水管の配置について2種類
の実際例および6種額のモデル配管によって検討し, モデル配管が実際例と同じ結果を示したこと, 各型
のモデル配管にはそれぞれ特長があることなどを明らかにし, 今後の配管設計に有益な示唆を与 えてい
る｡
以上のように本論文はかんがい排水学ならびに散水カソガイ組織設計の実際面に貢献するところが大き
い｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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